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 事業概要 

将来の液体推進システムは, 高性能を維持したコストダウンだけでなく, 様々なミッション要求に
応える必要がある. 我々は, 高精度 3D-CFD を活用して液体推進システム内部流れを把握することで
システム応答評価ツール用のモデリング開発を行い, シミュレーションを活用したフロントヘビー型
液体ロケットや衛星推進系の設計など新規ミッション実現に向けた活動の基盤創出を目指しています. 

 
参考 URL: http://stage.tksc.jaxa.jp/jedi/simul/index.html 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

システム検討ツールのコンポーネントモデルは従来非常に簡素なものである. 計算機科学が発展し
てきたため, コンポーネントモデルが従来よりも複雑であっても十分設計に利用できること, また高
精度の CFD によりコンポーネント内物理現象が明らかになることでより精度の高いコンポーネント
モデルの開発が可能となった. 対象としている液体推進システム内の現象を明らかにするためには高
忠実の CFD 解析が必須であり, システム解析に利用できる幅広いパラメータスタディを行う. JSS は
これら高忠実 CFD 解析に利用している. 

 

 今年度の成果 

化学スラスタを用いる宇宙機推進系では, スラスタのパルス作動時のバルブ開閉によってバルブ上
流にて水撃が生じる. この水撃によって推進系配管内で圧力振動が定在するが, 複数のバルブの開閉
によって圧力振動が増幅するクロストークという現象は, 宇宙機推進系の設計または運用にて避けな
ければならない. クロストークを緩和する一つの方法として, 配管途中にある一定以上の体積を持つ

液体推進システム解析技術 

－261－

JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告 （2019 年 4 月～ 2020 年 3 月）

This document is provided by JAXA



スーパーコンピュータシステム利用成果報告 年 月～ 年 月

バッファタンクを設置し 水撃圧が他系に伝播するのを防止する方法がある 本解析では バッファ
タンク内部へ配管チューブを延長することで バッファタンクの圧力振動減衰の効果を増幅できるか
を を実施することで検討した

図 バッファタンク内の流速絶対値の瞬時分布
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